
本
部
指
示
に
基
づ
き
地
方
本

部
は
3
月
21
日
、
国
労
仙
地
指

示
第
39
号
に
よ
る
、
緊
急
抗
議

集
会
の
開
催
を
指
示
し
た
。

具
体
的
に
は
、
貨
物
分
会
ま

た
は
貨
物
組
合
員
の
所
属
す
る

機
関
に
お
い
て
は
再
回
答
を
求

め
る
抗
議
集
会
を
開
催
す
る
と

い
う
も
の
で
、
宮
城
県
に
お
い

て
は
、
宮
城
野
貨
物
駅
門
前
で

宮
城
野
貨
物
駅
門
前
で
行
わ

れ
た
宮
城
県
集
会
に
は
、
寒
気

が
振
り
返
し
厳
し
い
寒
さ
に
も

関
わ
ら
ず
85
人
の
組
合
員
が
結

集
し
た
。

地
本
大
沼
委
員
長
が
あ
い
さ

つ
を
行
な
っ
た
後
、
経
過
報
告

に
立
っ
た
貨
物
協
議
会
大
越
議

長
は
、
門
前
チ
ラ
シ
配
布
行
動

に
旅
客
の
仲
間
が
多
く
参
加
し

て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
の
辞
を

述
べ
た
後
以
下
の
報
告
を
し
た
。

整
合
性
の
な
い
会
社

「
貨
物
会
社
の
回
答
は
16
年

連
続
ベ
ア
ゼ
ロ
で
あ
り
、
期
末

手
当
、
労
働
条
件
が
JR
で
最
低
。

交
渉
は
3
回
、
会
社
か
ら
は

『
計
画
収
入
が
シ
ョ
ー
ト
』

『
16
年
度
の
出
口
に
は
鉄
道
事

業
部
門
を
黒
字
に
』
と
毎
回
同

じ
理
由
で
国
労
の
要
求
に
応
え

よ
う
と
し
な
い
。
会
長
の
年
頭

訓
示
で
は
『
昨
年
度
は
9
年
ぶ

り
に
鉄
道
収
入
が
計
画
を
達
成

で
き
、
業
績
は
23
年
ぶ
り
の
好

決
算
で
終
了
』
と
し
て
い
る
が
、

期
末
手
当
は
会
社
発
足
以
来
最

低
年
間
2
・
4
ヶ
月
。
整
合
性

が
な
く
社
員
を
馬
鹿
に
し
て
い

る
。
業
績
が
良
け
れ
ば
社
員
に

還
元
す
べ
き
だ
。

多
く
の
若
者
が
貨
物
会
社
か

ら
去
っ
て
い
る
。
低
賃
金
で
将

来
展
望
が
持
て
な
い
、
結
婚
し

て
も
生
活
が
で
き
な
い
こ
と
は

仕
方
が
な
い
の
か
」
と
貨
物
会

社
の
対
応
を
批
判
。

ス
ト
の
気
運
次
に
繋

げ
る

一
方
で
国
労
の
闘
い
に
つ
い

て
は
、
「
貨
物
3
分
会
か
ら
地

方
本
部
へ
ス
ト
の
要
請
が
上
が

り
、
宮
城
県
支
部
は
本
部
へ
出

向
き
直
接
要
請
。
全
国
貨
物
協

議
会
も
初
の
ス
ト
要
請
文
書
を

本
部
へ
提
出
し
た
。
結
果
的
に

ス
ト
行
使
は
な
か
っ
た
が
、
貨

物
の
ス
ト
の
気
運
は
20
数
年
振

り
に
高
揚
し
た
。
今
後
の
夏
季

手
当
、
年
末
手
当
の
闘
い
に
繋

げ
て
い
く
。
東
北
貨
物
協
議
会

は
単
一
労
働
組
合
の
優
位
性
を

生
か
し
旅
客
の
仲
間
と
共
に
闘

う
」
と
更
な
る
闘
い
へ
の
決
意

を
示
し
た
。

諦
め
ず
客
貨
一
体
で

闘
う

続
い
て
宮
城
県
支
部
秋
山
委

員
長
、
仙
総
支
部
庄
司
委
員
長

が
激
励
と
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を

行
い
、
貨
物
宮
城
分
会
内
田
委

員
長
は
、
「
あ
ら
ゆ
る
闘
い
、

こ
れ
以
上
な
い
闘
い
を
行
っ
た

が
ベ
ア
を
勝
ち
取
れ
な
か
っ
た
。

だ
が
こ
れ
で
あ
き
ら
め
て
は
会

社
の
思
う
壺
。
闘
わ
な
け
れ
ば

勝
利
は
な
い
。
今
後
も
分
会
の

仲
間
と
議
論
し
合
い
、
闘
い
を

再
構
築
し
て
旅
客
の
仲
間
と
共

に
闘
う
」
と
改
め
て
闘
う
決
意

を
述
べ
、
組
合
員
の
声
を
代
弁

し
た
。

集
会
宣
言
を
採
択
後
に
地
本

大
沼
委
員
長
の
団
結
頑
張
ろ
う

で
客
貨
一
体
で
闘
う
こ
と
を
確

認
し
た
。
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3
・
21

女
川
原
発
の
再
稼
働
を
許
さ
な
い
！
み
や
ぎ
ア
ク
シ
ョ
ン

3
・
24

貨
物
「
ベ
ア
・
ゼ
ロ
」
地
本
緊
急
抗
議
集
会

3
・
25

貨
物
東
北
協
議
会
東
北
支
社
要
請
行
動

3
・
31

団
交
（
15
年
総
合
車
セ
基
本
交
渉
）

4
・
8

東
北
貨
物
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
申
し
入
れ

国
労
せ
ん
だ
い
壁
新
聞
（
3
月
21
日
付
No
２
６
９
４
号
）

で
既
に
掲
載
し
て
い
る
が
、
貨
物
会
社
は
3
月
20
日
、
新
賃
金

の
支
払
に
関
す
る
国
労
の
申
し
入
れ
に
対
し
、
「
定
期
昇
給
の

実
施
」
「
ベ
ア
は
実
施
し
な
い
」
「
55
歳
以
上
の
賃
金
改
善
は

１
５
０
０
円
」
「
臨
時
・
契
約
社
員
に
つ
い
て
は
社
員
に
準
じ

て
引
き
上
げ
る
」
等
の
回
答
を
行
っ
た
。

 
組
合
員
と
家
族
に
更
な
る
犠
牲
を
強
い
る
「
ベ
ア
・
ゼ
ロ
回

答
」
は
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
と
し
て
、
本
部
は
闘
争
指
示
第
36

号
に
よ
り
抗
議
行
動
の
取
組
み
を
指
示
し
た
。

国
労
東
北
協
議
会
は
3
月
25

日
、
貨
物
東
北
支
社
に
対
し

て
「
２
０
１
５
年
新
賃
金
回

答
に
抗
議
し
再
回
答
を
求
め

る
要
請
書
（
国
労
東
北
協
申

第
○
号
）
」
を
手
渡
し
、
再

考
し
再
回
答
を
求
め
る
要
請

を
行
な
っ
た
。

組
合
側
は
東
北
貨
物
協
議
会

大
越
議
長
に
仙
台
地
本
原
子

書
記
長
が
同
行
、
貨
物
会
社

側
は
井
上
総
括
次
長
と
香
西

勤
労
係
長
が
対
応
し
た
。

席
上
、
大
越
議
長
は

▼
16
年
連
続
ベ
ア
ゼ
ロ
、
期

末
手
当
も
JR
で
最
低
、
労
働

条
件
も
最
低
で
社
員
は
立
つ

瀬
が
な
い
。

▼
会
社
は
「
収
入
計
画
が
シ
ョ
ー

ト
」
「
鉄
道
事
業
部
門
の
黒

字
化
」
と
毎
回
同
じ
理
由
。

黒
字
に
な
っ
て
も
次
は
経
営

自
立
が
高
い
ハ
ー
ド
ル
に
な

る
。

▼

経
営
自
立
と
い
う
が
、
そ

う
な
れ
ば
ア
ボ
イ
ダ
ブ
ル
コ

ス
ト
ル
ー
ル
が
破
棄
さ
れ
線

路
使
用
料
は
跳
ね
上
が
る
た

め
上
場
は
困
難
。

▼
会
長
の
年
頭
訓
示
で
は
好

業
績
を
述
べ
な
が
ら
、
そ
の

年
の
期
末
手
当
は
会
社
発
足

以
来
最
低
の
数
字
で
整
合
性

が
な
い
。

▼
低
賃
金
で
多
く
の
若
者
が

会
社
を
去
っ
て
い
る
。

先
日
退
職
す
る
若
者
の
送
別

会
で
、
「
年
末
の
繁
忙
期
に

大
量
の
出
荷
が
あ
っ
た
が
コ

キ
車
が
半
分
の
設
定
。
通
運

や
荷
主
か
ら
苦
情
が
殺
到
、

貨
物
指
令
や
運
車
課
に
要
求

す
る
も
応
え
な
い
な
ど
、
心

が
折
れ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

繁
忙
期
に
商
品
で
あ
る
貨
車

や
コ
ン
テ
ナ
が
準
備
出
来
な

い
な
ど
、
Ｃ
Ｏ
2
削
減
の
受

け
皿
を
自
称
す
る
会
社
が
こ

の
状
況
で
は
展
望
が
持
て
な

い
。

▼
若
者
は
退
職
し
、
今
後
2

年
間
は
新
採
を
採
ら
な
い
方

針
と
聞
く
。
東
北
ロ
ジ
と
合

わ
せ
て
要
員
が
逼
迫
し
て
お

り
問
題
。
改
善
を
求
め
る
と

要
請
を
行
な
っ
た
。

貨
物
東
北
支
社
は
「
外
部
役

員
や
第
三
者
委
員
会
の
強
い

要
求
に
よ
り
『
中
期
経
営
計

画
２
０
１
６
』
が
策
定
さ
れ

貨
物
会
社
は
計
画
通
り
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
要
員

問
題
は
認
識
し
て
お
り
本
社

に
言
っ
て
い
る
。
要
求
は
伝

え
る
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ

た
。

貨物労働者の声を代弁する貨物宮城内田分会長

宮
城
県
支
部
と
仙
総
支
部
組

合
員
を
参
加
対
象
に
、
ま
た

福
島
県
に
お
い
て
は
郡
山
分

会
連
絡
協
議
会
事
務
所
等
に

お
い
て
福
島
県
支
部
と
郡
工

支
部
組
合
員
を
参
加
対
象
に

し
、
3
月
24
日
に
各
地
で
実

施
さ
れ
た
。

※
国
労
本
部
は
3
月
27
日
、
貨
物
「
２
０
１
５
年
度
新
賃

金
妥
結
」
に
あ
た
っ
て
の
本
部
見
解
（
闘
争
指
示
第
37
号
）

に
お
い
て
、
こ
の
間
の
闘
い
の
経
過
と
総
括
、
各
級
機
関

の
要
求
獲
得
に
向
け
た
奮
闘
、
創
意
工
夫
し
た
取
り
組
み

に
感
謝
を
述
べ
て
妥
結
の
見
解
と
し
た
。
  



等 級 所定昇給額 定昇1/6額 ベア実施額 等 級 所定昇給額 定昇1/6額 ベア実施額

主 幹 職 A 6,600 1,100 2,200 主任職1等級 5,900 1,000 2,100

主 幹 職 B 6,300 1,100 2,200 指導職2等級 5,500 900 2,000

技術専 任職 6,300 1,100 2,200 指導職1等級 5,500 900 2,000

主 務 職 6,000 1,000 2,100 係 職 2 等 級 5,000 800 1,900

主任職2等級 5,900 1,000 2,100 係 職 1 等 級 4,000 700 1,800

東
日
本
本
部
は
、
回
答
指
定

日
を
経
過
し
て
も
何
の
説
明
も

し
よ
う
と
し
な
い
会
社
に
対
し

て
3
月
19
日
に
新
賃
金
に
対
す

る
緊
急
申
し
入
れ
（
申
22
号
）

を
実
施
し
、
さ
ら
に
3
月
25
日

に
は
申
23
号
で
「
交
渉
の
遅
れ

の
説
明
が
な
く
組
合
軽
視
で
あ

る
」
こ
と
を
指
摘
し
早
期
回
答

を
求
め
て
き
た
が
、
会
社
側
は
、

「
回
答
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
は
重
く
受
け
止
め
る
」

と
述
べ
る
に
留
ま
り
具
体
的
な

理
由
に
つ
い
て
は
触
れ
ず
、
時

間
だ
け
が
経
過
す
る
異
常
な
事

態
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
っ
た

背
景
と
し
て
、
他
労
組
の
個
別

事
案
に
対
す
る
動
向
が
影
響
し

た
模
様
で
あ
る
が
、
会
社
は
詳

細
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

し
か
し
新
賃
金
に
お
け
る
議

論
の
最
中
に
、
個
別
事
案
の
議

論
を
持
ち
出
し
、
議
論
と
回
答

を
遅
ら
せ
た
他
労
組
は
無
論
、

会
社
自
体
に
も
大
き
な
責
任
が

あ
る
。

少
な
く
と
も
、
今
回
の
混
乱

を
招
い
た
原
因
に
つ
い
て
し
っ

か
り
と
し
た
説
明
を
求
め
る
も

の
で
あ
る
。

そ
し
て
4
月
1
日
、
会
社
は

以
下
の
回
答
を
示
し
た
。

■
以
下
回
答
内
容

①
２
０
１
５
年
度
新
賃
金

定
期
昇
給
は
昇
給
係
数
4
実
施

（
55
歳
未
満
の
社
員
）
、
ベ
ア

は
所
定
昇
給
額
の
1/6
+
１
，
１

０
０
円
実
施
（
エ
ル
ダ
ー
社
員

除
く
全
て
の
社
員
）
精
算
は
6

月
25
日
以
降
準
備
で
き
次
第
支

払
い

②
そ
の
他
（
口
頭
回
答
）

●
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
の
賃
金

改
善
を
す
る
こ
と
と
し
、
基
本

賃
金
に
１
，
０
０
０
円
を
加
え

る
。

●
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
精
勤
手
当

に
つ
い
て
、
平
成
27
年
6
月
1

日
に
在
籍
す
る
エ
ル
ダ
ー
社
員

の
夏
季
支
給
額
に
１
８
，
０
０

０
円
を
加
算
す
る
。
た
だ
し
、

当
該
支
給
分
の
調
査
期
間
を
有

す
る
者
に
限
る
。

東
日
本
本
部
は
こ
の
回
答
を

受
け
、
「
緊
急
申
し
入
れ
」
や

「
緊
急
要
請
」
を
行
う
と
い
う

異
例
の
事
態
の
中
、
回
答
を
迎

え
た
事
の
重
さ
に
つ
い
て
見
解

と
、
今
後
の
一
時
金
交
渉
で
は

こ
の
よ
う
な
事
態
が
発
生
し
な

い
こ
と
、
ま
た
回
答
は
会
社
の

体
力
か
ら
し
て
極
め
て
不
十
分

で
あ
り
再
考
を
求
め
た
。

会
社
は
、
「
申
し
入
れ
を
踏

ま
え
て
回
答
が
今
日
に
な
っ
た

こ
と
は
重
く
受
け
止
め
る
が
、

新
賃
金
は
将
来
に
わ
た
り
影
響

が
あ
り
中
長
期
の
経
営
に
影
響

を
及
ぼ
す
」
と
し
、
最
終
回
答

で
あ
る
旨
を
示
し
た
。

組
合
は
、
契
約
社
員
の
賃
金

改
善
が
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
受
け
止
め
つ
つ
、
要
求
か
ら

乖
離
を
し
て
い
る
こ
と
を
表
明

し
、
「
持
ち
帰
り
検
討
」
と
し

た
。そ

の
翌
日
の
4
月
2
日
、
東

日
本
本
部
は
、
回
答
指
定
日
や

要
求
か
ら
す
れ
ば
不
満
は
残
る

が
、
回
答
が
大
幅
に
遅
れ
た
こ

と
を
考
慮
し
、
妥
結
･
整
理
を

図
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
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仙台地本家族会は、3月7日、福島市

飯坂温泉ホテル聚楽において、第45

回の総会を開催しました。

7日の仙台総行動への参加後の総会

で、少し忙しいスケジュールでした

が、予定通り総会の議事を終了する

ことができました。

総会は堀口副会長の司会で開会し、

来賓として、地本五十嵐執行委員と

真砂婦人部長が参加しました。 会を

代表しあいさつに立った千葉会長は、

「家族会は組合員を支え、家族が明

るく楽しく生活していくための活動

をしてきました。皆さんの協力のも

と、毎年会員も増え、仲間の輪が広

がっています。 来年度は宮城県や山

形県にも仲間の輪を広げる一年にし

たいと思います。 東日本大震災か

らの復興は、原発事故の影響から非

常に遅く、先が見えない汚染水処理

や廃炉への作業は、私たちの生活や

命を脅かす大きな問題です。放射能

問題は天災ではなく政府による人災

であると声を大きくして闘っていか

なければなりません。家族会には小

さな力しかありませんが、立ち止ま

らず一歩ずつ前に進んで行きましょ

う」と述べました。

総会では、経過・方針について討論

し、満場一致で承認されました。

役員改選では、新会長に堀口智子さ

ん、副会長には阿部裕美さんと横山

ミツヨさんを選出しました。 また総

会終了後の学習交流会は、福島県平

和フォーラム事務局次長の瀬戸禎子

さんから「福島の今と学校現場」に

ついての講演を受け、放射能問題に

ついての認識をさらに深めました。

翌日は、福島県立美術館を見学し散

会となりました。 【五十嵐】

総会の様子

4
月
1
日
、
15
年
度
賃
金
回
答
が
年
度
を
越
え
る
と
い
う
異

例
の
事
態
の
中
、
JR
東
日
本
か
ら
示
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
国
労
東
日
本
本
部
は
、
3
月
2
日
に
第
一
回
目
の

賃
金
交
渉
、
3
月
11
日
に
第
二
回
交
渉
を
東
日
本
会
社
と
実
施

し
た
が
、
そ
の
後
回
答
指
定
日
の
3
月
18
日
に
な
っ
て
も
会
社

か
ら
は
交
渉
設
定
や
回
答
が
な
か
っ
た
。

 
国
労
東
日
本
本
部
は
、
事
態
を
重
く
受
け
止
め
、
二
度
に
渡

る
緊
急
申
し
入
れ
と
各
機
関
に
対
し
て
も
回
答
を
促
す
取
り
組

み
を
指
示
し
た
が
、
結
果
的
に
回
答
日
は
年
度
を
越
え
、
そ
の

内
容
も
国
労
要
求
と
か
け
離
れ
た
極
め
て
不
十
分
な
内
容
で
あ
っ

た
。

▼
回
答
指
定
日
を
過
ぎ
て
も

何
の
連
絡
の
な
い
会
社
と
は

ど
の
よ
う
な
認
識
や
常
識
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
現
場
で
は
「
確
認
会

話
」
を
徹
底
し
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
だ
。

▼
一
労
組
の
個
別
事
案
に
振

り
回
さ
れ
て
の
結
果
で
あ
れ

ば
、
世
間
の
笑
い
も
の
で
あ

ろ
う
。

▼
売
上
で
は
超
一
流
で
あ
る

が
、
社
員
へ
の
待
遇
と
対
応

は
遠
く
及
ば
な
い
こ
と
を
白

日
の
下
に
晒
し
た
。

▼
中
長
期
を
見
据
え
て
‥
。

な
る
ほ
ど
、
企
業
の
視
点
は

そ
の
と
お
り
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
、
労
働
者
の
生
活
は
中

期
も
長
期
も
な
い
。
現
在
の

生
活
が
全
て
で
あ
る
。

▼
消
費
税
率
だ
け
で
3%
の
上

昇
、
社
会
保
障
費
も
軒
並
み

ア
ッ
プ
。
実
質
賃
金
は
毎
年

目
減
し
て
い
る
の
が
実
情
だ
。

▼
魅
力
あ
る
企
業
で
あ
る
に

は
待
遇
の
良
さ
も
条
件
の
一

つ
だ
。
株
主
だ
け
で
な
く
、

儲
け
の
「
主
役
」
に
還
元
を

す
る
時
期
だ
。


